
春夏 P1

絵本「ろいろい」は主人公である坊主頭の男の子が
散歩を始めるところからスタートです。この男の子
は実在？それとも架空？　それは読者のみなさんの
ご想像におまかせします。

最初のページは陣ヶ森。もう少し正確にいうと、陣ヶ
森近くの林道から眺める風景です。この場所は、な
かなか壮大な風景を望むことができます。方角は東
向き、大豊町の方まで見渡すことができます。標高
が高いので雲が出た場合には、絵のように遥か眼下
に雲を見下ろすことになります。ここは編集長の石
川が何度も撮影している場所。右写真が「土佐町ポ
ストカードプロジェクト」で撮影したカットです。
早朝に昇りくる朝日をぼーっと眺めながらこの風景

を見ていると、遥か眼下の雲の中では、絵のように、
大きな龍がうごめいていたとしても不思議ではない
ような気持ちになってきます。
いにしえよりこの地に棲むであろう龍を相棒に、
これから　さんぽに　出かけよう！

これから　さんぽに　でかけよう　【陣ヶ森】

陣ヶ森
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陣ヶ森から出発し、主人公の男の子が向かうのは春
の山。冷やい冷やい冬を抜けた先に待っている春！
待ちに待ったこの季節、土佐町の人たちは春の仕事
にいそしみ始めます。道々で出会う町の人たちから

「せわしい、せわしい」という声が聞こえてきそう
です。

山菜が次から次へと芽を出す春の山。ゼンマイはポ
キンと折って腰のカゴへ。ふわふわした綿毛を取っ
て、湯がいて、干して、揉んで。何度も何度も繰り
返す。よく揉むほど美味しいゼンマイになるそうで
す。昔から山の人たちの貴重な収入源でした。下瀬
戸地区の岡林増榮さん・浦子さんご夫妻から収穫の

ゼンマイ畑で

お話を聞き、長野伊勢喜さん・澤田都美子さんには
収穫を見せてもらったことで、この場面が生まれま
した。

この時期の山菜のひとつ、ワラビ。上津川地区の高
橋通世さんの山にもたくさんワラビが育ちます。収
穫したワラビは束にして湯がき、灰をまぶしてアク
を抜きます。卵とじがおすすめ、と上津川地区の高
橋通世さんが教えてくれました。
待ったなしで、次から次へと芽を出す山菜たち。イ
タドリは皮を剥いで塩漬けに。タラの芽は天ぷらに。
一年中食べられるように乾燥させたり、塩漬けにし
たり。一つ終わったらまた次の仕事が。本当に忙し

春夏 P2

い季節です。

この時期は苗床作りも。「苗床」は苗の床、すなわ
ち苗の赤ちゃんを育てるベットのこと。そのベッド
に種籾をまいたトレーを並べ、保温のためシートを
かけます。大体４～5 日後にシートを少しめくり、
芽が 1 センチ位に生え揃っていたらシートを剥がす
そう。そして、そのまま田植えにふさわしい大きさ
の苗になるまで育てます。トレーに種籾をまいて発
芽させ、稲の赤ちゃんを育てます。この仕事の良し
悪しが、その年の稲の出来を左右すると言って良い
ほど大事な仕事です。

土佐町の最高峰稲叢山。標高 1,506m の山々の麓に

ワラビの収穫

ある「一の谷」には、谷種子さんが植えた桜が色づ
き始めます。この場所は標高が高いので、高知で一
番最後に咲く桜と言われています。一の谷はかつて、
稲村ダムを作るために掘り返された岩や石が転が
り、荒れ果てた土地でした。種子さんは 1998 年か
ら 2022 年まで、約 6,299 本の桜や広葉樹を植え続け、
今では多くの人が訪れる場所となっています。

稲叢山へ向かう道の途中には、アメガエリの滝も。
編集長の石川が取り組む「土佐町ポストカードプロ
ジェクト」の 1 枚目が、月夜のアメガエリの滝でし
た。滝の周囲には遊歩道やつり橋もあります。山が
蓄えた水のゆたかさや、自然の壮大さを感じられる
場所です。
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さんさい　めをだす　はるのやま　【アメガエリの滝】



陣ヶ森から出発し、主人公の男の子が向かうのは春
の山。冷やい冷やい冬を抜けた先に待っている春！
待ちに待ったこの季節、土佐町の人たちは春の仕事
にいそしみ始めます。道々で出会う町の人たちから

「せわしい、せわしい」という声が聞こえてきそう
です。

山菜が次から次へと芽を出す春の山。ゼンマイはポ
キンと折って腰のカゴへ。ふわふわした綿毛を取っ
て、湯がいて、干して、揉んで。何度も何度も繰り
返す。よく揉むほど美味しいゼンマイになるそうで
す。昔から山の人たちの貴重な収入源でした。下瀬
戸地区の岡林増榮さん・浦子さんご夫妻から収穫の

お話を聞き、長野伊勢喜さん・澤田都美子さんには
収穫を見せてもらったことで、この場面が生まれま
した。

この時期の山菜のひとつ、ワラビ。上津川地区の高
橋通世さんの山にもたくさんワラビが育ちます。収
穫したワラビは束にして湯がき、灰をまぶしてアク
を抜きます。卵とじがおすすめ、と上津川地区の高
橋通世さんが教えてくれました。
待ったなしで、次から次へと芽を出す山菜たち。イ
タドリは皮を剥いで塩漬けに。タラの芽は天ぷらに。
一年中食べられるように乾燥させたり、塩漬けにし
たり。一つ終わったらまた次の仕事が。本当に忙し

苗床作り

い季節です。

この時期は苗床作りも。「苗床」は苗の床、すなわ
ち苗の赤ちゃんを育てるベットのこと。そのベッド
に種籾をまいたトレーを並べ、保温のためシートを
かけます。大体４～5 日後にシートを少しめくり、
芽が 1 センチ位に生え揃っていたらシートを剥がす
そう。そして、そのまま田植えにふさわしい大きさ
の苗になるまで育てます。トレーに種籾をまいて発
芽させ、稲の赤ちゃんを育てます。この仕事の良し
悪しが、その年の稲の出来を左右すると言って良い
ほど大事な仕事です。

土佐町の最高峰稲叢山。標高 1,506m の山々の麓に

稲叢山の桜

ある「一の谷」には、谷種子さんが植えた桜が色づ
き始めます。この場所は標高が高いので、高知で一
番最後に咲く桜と言われています。一の谷はかつて、
稲村ダムを作るために掘り返された岩や石が転が
り、荒れ果てた土地でした。種子さんは 1998 年か
ら 2022 年まで、約 6,299 本の桜や広葉樹を植え続け、
今では多くの人が訪れる場所となっています。

稲叢山へ向かう道の途中には、アメガエリの滝も。
編集長の石川が取り組む「土佐町ポストカードプロ
ジェクト」の 1 枚目が、月夜のアメガエリの滝でし
た。滝の周囲には遊歩道やつり橋もあります。山が
蓄えた水のゆたかさや、自然の壮大さを感じられる
場所です。

アメガエリの滝

左上 /長野伊勢喜さん・澤田都美子さん　中上 /高橋通世さん　右上 /岡林増榮さん・浦子さん　
左下 /夜のアメガエリの滝　中下 /苗床作り　右下 /稲叢山の桜・谷種子さん
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春夏 P3

ろいろい、ろいろい。次にやってきたのは平石、栗
の木、翠ヶ滝（能地）地区です。さあここにはどん
な出会いが待っているでしょう。

絵の左上にそびえ立つのは、樹齢 800 年（1000 年
という説もあり）と言われる平石の乳イチョウ。平
石の地元の方々がとても大切にしている土佐町随一
の巨樹です。樹高約 43 メートル、根本周りは約 11
メートルもあります。地上５メートルの部分で数本
に分かれ、幹から大小 50 余りの気根（乳柱）が垂
れ下がり、典型的な乳イチョウの形状を成していま
す。その巨大なサイズを支えるため、現在では木の
周囲に支柱を設置しています。昭和 3 年（1928 年）
から国により天然記念物として指定されています。

空海は真言宗という宗派を開いた平安時代初期のお
坊さんです。人々に災難が及ばぬよう、四国各地に
四国霊場と呼ばれる霊場を作りました。かの有名な
四国八十八箇所は、四国にある空海ゆかりの 88 か
所の仏教寺院の総称で、四国霊場の最も代表的な札
所です。土佐町にも空海にまつわる伝説があります。
乳イチョウの下で口をあんぐり開けているのは弘法
大師。昔むかし、土佐町能地に霊場を開くため、弘
法大師空海がやって来たという言い伝えがありま
す。
昔、弘法大師が四国霊場を開くために、この谷筋に
やって来た。お大師さんが「八十八谷ないと霊場を
開くわけにはいかんが、婆さん、あんたの一谷を譲っ

てくれまいか」と言うたそうな。すると婆さんは「こ
の谷は昔から作（さく）をしてきた所（く）で、こ
れをやったら食べるに苦労する」言うて、譲らなん
だそうな。そんで一谷足らんで霊場はできなんだそ
うな。
このお話は土佐町史に掲載されています。また一説
には、百谷あれば霊場が開けたところ、弘法大師が
数えてみると九十九谷しかなくてできなかった、と
も言われているとか。

平石地区の入り口に鎮座して集落を守るお堂が毘沙
門堂。毘沙門天は七福神の一つで、看板には「福の
神毘沙門天」と記されています。毘沙門堂は推定樹
齢 400 年と言われる４本の大杉に守られています。
大杉の木肌は苔むし、この場所で生き抜いてきた時
間を感じさせてくれます。長い年月この集落の入り
口に立ち、平石の集落を見守ってきた毘沙門堂と４
本の大杉は、平石の皆さんがとても大切にしている
場所です。

絵の中にある、滝の口から流れ落ちる滝、これが能

地にある翠ヶ滝です。平石地区を抜け、栗木地区を
抜け、一本の山道を上へ上へと走っていくとたどり
着きます。翠ヶ滝は高知でも珍しい「裏見の滝」。
滝の落ち口の真下に窪地があり、この窪地に入ると、
ちょうど滝の裏側から水が落ちてくる様子を見るこ
とができます。窪地にはお堂が立っていて、一休み
していくことも可能です。ひんやりとした空気、静
寂のなかに滝の水音が響き、山のどこかからは鳥の
鳴き声が響きます。近くには大きなバショウの木が
生えており、滝の水がその大きな葉に跳ねて揺れて
います。座ってその風景を眺めるのもおすすめです。
空海もこの場所を訪れ、霊場について思索にふけっ
ていたかもしれません。

子どもたちが遊んでいるのは竹の水鉄砲。ゲームや
スマートフォンなどなかった時代、町の人たちは山
にある竹林から竹を切り出して竹の水鉄砲や豆鉄
砲、竹の弓矢などおもちゃを作って遊んでいました。
竹の豆鉄砲に「リュウノヒゲ」と呼ばれる瑠璃色の
実を詰め、飛ばしていたそうです。竹のおもちゃ作
りの名人、筒井政利さんが教えてくれました。

空海伝説
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みどりがたきに　のこる　くうかいでんせつ　【翠ケ滝・能地】

平石の乳イチョウ



ろいろい、ろいろい。次にやってきたのは平石、栗
の木、翠ヶ滝（能地）地区です。さあここにはどん
な出会いが待っているでしょう。

絵の左上にそびえ立つのは、樹齢 800 年（1000 年
という説もあり）と言われる平石の乳イチョウ。平
石の地元の方々がとても大切にしている土佐町随一
の巨樹です。樹高約 43 メートル、根本周りは約 11
メートルもあります。地上５メートルの部分で数本
に分かれ、幹から大小 50 余りの気根（乳柱）が垂
れ下がり、典型的な乳イチョウの形状を成していま
す。その巨大なサイズを支えるため、現在では木の
周囲に支柱を設置しています。昭和 3 年（1928 年）
から国により天然記念物として指定されています。

空海は真言宗という宗派を開いた平安時代初期のお
坊さんです。人々に災難が及ばぬよう、四国各地に
四国霊場と呼ばれる霊場を作りました。かの有名な
四国八十八箇所は、四国にある空海ゆかりの 88 か
所の仏教寺院の総称で、四国霊場の最も代表的な札
所です。土佐町にも空海にまつわる伝説があります。
乳イチョウの下で口をあんぐり開けているのは弘法
大師。昔むかし、土佐町能地に霊場を開くため、弘
法大師空海がやって来たという言い伝えがありま
す。
昔、弘法大師が四国霊場を開くために、この谷筋に
やって来た。お大師さんが「八十八谷ないと霊場を
開くわけにはいかんが、婆さん、あんたの一谷を譲っ

てくれまいか」と言うたそうな。すると婆さんは「こ
の谷は昔から作（さく）をしてきた所（く）で、こ
れをやったら食べるに苦労する」言うて、譲らなん
だそうな。そんで一谷足らんで霊場はできなんだそ
うな。
このお話は土佐町史に掲載されています。また一説
には、百谷あれば霊場が開けたところ、弘法大師が
数えてみると九十九谷しかなくてできなかった、と
も言われているとか。

平石地区の入り口に鎮座して集落を守るお堂が毘沙
門堂。毘沙門天は七福神の一つで、看板には「福の
神毘沙門天」と記されています。毘沙門堂は推定樹
齢 400 年と言われる４本の大杉に守られています。
大杉の木肌は苔むし、この場所で生き抜いてきた時
間を感じさせてくれます。長い年月この集落の入り
口に立ち、平石の集落を見守ってきた毘沙門堂と４
本の大杉は、平石の皆さんがとても大切にしている
場所です。

絵の中にある、滝の口から流れ落ちる滝、これが能

毘沙門堂

地にある翠ヶ滝です。平石地区を抜け、栗木地区を
抜け、一本の山道を上へ上へと走っていくとたどり
着きます。翠ヶ滝は高知でも珍しい「裏見の滝」。
滝の落ち口の真下に窪地があり、この窪地に入ると、
ちょうど滝の裏側から水が落ちてくる様子を見るこ
とができます。窪地にはお堂が立っていて、一休み
していくことも可能です。ひんやりとした空気、静
寂のなかに滝の水音が響き、山のどこかからは鳥の
鳴き声が響きます。近くには大きなバショウの木が
生えており、滝の水がその大きな葉に跳ねて揺れて
います。座ってその風景を眺めるのもおすすめです。
空海もこの場所を訪れ、霊場について思索にふけっ
ていたかもしれません。

子どもたちが遊んでいるのは竹の水鉄砲。ゲームや
スマートフォンなどなかった時代、町の人たちは山
にある竹林から竹を切り出して竹の水鉄砲や豆鉄
砲、竹の弓矢などおもちゃを作って遊んでいました。
竹の豆鉄砲に「リュウノヒゲ」と呼ばれる瑠璃色の
実を詰め、飛ばしていたそうです。竹のおもちゃ作
りの名人、筒井政利さんが教えてくれました。

左 /平石の乳イチョウ　中 /平石の毘沙門堂と四本杉　右 /翠ケ滝
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竹のおもちゃ



毎年 6 月、土佐町の各地で行われる伝統行事、虫送
り。絵本では宮古野地区の虫送りが描かれています。
田植えが終わる頃、藁で作った大きなワラジを担ぎ、

「さいとこ　べっとこ　さいのもり　いねのむしゃ
にしいけ」と言いながら、太鼓や鐘を鳴らし、田の
周りを練り歩きます。稲に虫がつかないように、豊
作を祈る行事です。

「さいとこ　べっとこ　さいのもり」は、人の名前
です。（「サイトウベットウサイノボリ」と言う人も
います）時は平安末期。源平合戦中、越前の武士で
ある斉藤別当実盛（さいとうべっとうさねもり）が、
源氏の木曾義仲の奇襲を受けました。実盛は稲の株
につまずいて転倒、源氏方の武将に討たれ、無念の

死を遂げます。その後、加賀の国では凶作が続き「実
盛が、自分の死の原因となった稲をたたって害虫に
なった」と言い伝えが広がりました。実盛に世話に
なっていた義仲は、実盛の供養と豊作祈願を行いま
した。それが虫送りの始まりと言われています。

行列には大きなワラジを担ぐ人が。ある言い伝えで
は「履いていたワラジから虫になった実盛が出てき
て、稲に害を及ぼした」ので、実盛の供養のために
ワラジが作られるようになったとのこと。また、「に
しいけ」の「西」は日が沈む方角、すなわち地の果
てを指します。「虫は西へ行け」＝虫を遠くへ追いや
るという意味があるそうです（諸説あります）。地
区内を練り歩いた後、このワラジは白髪神社に奉納

されます。

道の駅「土佐さめうら」から国道 439 号を挟んで南
側、宮古野地区の田んぼの中に白髪神社があります。
鳥居をくぐった参道の先には樹齢 600 年といわれる
大きな杉がそびえ、今回の虫送りや夏の訪れを告げ
る「輪抜け様」など、地域にとって重要な催事・神
事がこの場所で執り行われます。
宮古野地区の住民に限らず、町内外の多くの方々に
とってとても大切な場所として大事にされていま
す。

畦に旗を立て、お供えものをして田の神様に今年の
豊作を祈ります。このことを土佐町の人は「おさば
いさま」と呼びます。絵本の右下に描かれている「五
色の旗」やお供えものの意味を白髪神社の第 41 代
目宮司、宮元千郷さんに教えてもらいました。
●五色の旗…「赤は太陽、黄は月、青は火、緑は水、
黒は土」を表す。「五色が調和し、今年も生きてい
けるだけの実りがありますように」という願いが込
められている。
●お供えもの…お米やお酒、しば餅や柿の葉・栗の

葉、果物などさまざま。今は白米を供えることが多
いが、昔は種籾や黒米を供えていたそうです。「こ
れはお米の種を意味するもの。どうか良いお米をく
ださいという祈りなんです」と宮元さん。しば餅（サ
ルトリイバラの葉でお餅を挟んで蒸したもの）や御
神酒も、全てはお米からできるもの。「今年の収穫
を授けてください、という願いが込められているん
ですよ」「何をお供えしてもそれは祈りのかたち。
何が正しくて何が間違いということではないのです
よ」と話してくれました。

絵の右下に描かれているのは宮古野地区の川村雅士
さん。虫送りの時には「チョンガリ」という踊りを
見せてくれます。鐘や太鼓を持つ人の並ぶ順番を教
えてもらったりと大変お世話になりました。

この時期は、田んぼの苗の植え直しをする時期です。
田植えの済んだ田に入り、苗の間が抜けている所を
手で植えていきます。苗の入ったカゴを腰に付け、
泥に足を取られながらの作業。土佐町の原風景の一
つです。

春夏 P4 ひびく　ほらがい　かねのおと　【宮古野・虫送り】

さいとこ　べっとこ　さいのもり

大きなワラジ
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毎年 6 月、土佐町の各地で行われる伝統行事、虫送
り。絵本では宮古野地区の虫送りが描かれています。
田植えが終わる頃、藁で作った大きなワラジを担ぎ、

「さいとこ　べっとこ　さいのもり　いねのむしゃ
にしいけ」と言いながら、太鼓や鐘を鳴らし、田の
周りを練り歩きます。稲に虫がつかないように、豊
作を祈る行事です。

「さいとこ　べっとこ　さいのもり」は、人の名前
です。（「サイトウベットウサイノボリ」と言う人も
います）時は平安末期。源平合戦中、越前の武士で
ある斉藤別当実盛（さいとうべっとうさねもり）が、
源氏の木曾義仲の奇襲を受けました。実盛は稲の株
につまずいて転倒、源氏方の武将に討たれ、無念の

死を遂げます。その後、加賀の国では凶作が続き「実
盛が、自分の死の原因となった稲をたたって害虫に
なった」と言い伝えが広がりました。実盛に世話に
なっていた義仲は、実盛の供養と豊作祈願を行いま
した。それが虫送りの始まりと言われています。

行列には大きなワラジを担ぐ人が。ある言い伝えで
は「履いていたワラジから虫になった実盛が出てき
て、稲に害を及ぼした」ので、実盛の供養のために
ワラジが作られるようになったとのこと。また、「に
しいけ」の「西」は日が沈む方角、すなわち地の果
てを指します。「虫は西へ行け」＝虫を遠くへ追いや
るという意味があるそうです（諸説あります）。地
区内を練り歩いた後、このワラジは白髪神社に奉納

されます。

道の駅「土佐さめうら」から国道 439 号を挟んで南
側、宮古野地区の田んぼの中に白髪神社があります。
鳥居をくぐった参道の先には樹齢 600 年といわれる
大きな杉がそびえ、今回の虫送りや夏の訪れを告げ
る「輪抜け様」など、地域にとって重要な催事・神
事がこの場所で執り行われます。
宮古野地区の住民に限らず、町内外の多くの方々に
とってとても大切な場所として大事にされていま
す。

畦に旗を立て、お供えものをして田の神様に今年の
豊作を祈ります。このことを土佐町の人は「おさば
いさま」と呼びます。絵本の右下に描かれている「五
色の旗」やお供えものの意味を白髪神社の第 41 代
目宮司、宮元千郷さんに教えてもらいました。
●五色の旗…「赤は太陽、黄は月、青は火、緑は水、
黒は土」を表す。「五色が調和し、今年も生きてい
けるだけの実りがありますように」という願いが込
められている。
●お供えもの…お米やお酒、しば餅や柿の葉・栗の

葉、果物などさまざま。今は白米を供えることが多
いが、昔は種籾や黒米を供えていたそうです。「こ
れはお米の種を意味するもの。どうか良いお米をく
ださいという祈りなんです」と宮元さん。しば餅（サ
ルトリイバラの葉でお餅を挟んで蒸したもの）や御
神酒も、全てはお米からできるもの。「今年の収穫
を授けてください、という願いが込められているん
ですよ」「何をお供えしてもそれは祈りのかたち。
何が正しくて何が間違いということではないのです
よ」と話してくれました。

絵の右下に描かれているのは宮古野地区の川村雅士
さん。虫送りの時には「チョンガリ」という踊りを
見せてくれます。鐘や太鼓を持つ人の並ぶ順番を教
えてもらったりと大変お世話になりました。

この時期は、田んぼの苗の植え直しをする時期です。
田植えの済んだ田に入り、苗の間が抜けている所を
手で植えていきます。苗の入ったカゴを腰に付け、
泥に足を取られながらの作業。土佐町の原風景の一
つです。

白髪神社

左上 /芥川にて・筒井順一郎さんと　右上 /上ノ越　左下 /地蔵寺・長野商店の静代さん　右下 /土佐町小学校

おさばいさま

川村雅士さん

稲の植え直し
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ここは溜井地区。田んぼの横、車が一台やっと通れ
るくらいの道の脇に並ぶ色とりどりのアジサイ。こ
の場所は「未来の里（とわのさと）」と呼ばれてい
ます。
1993（平成 5）年から、和田芳穂さんがアジサイ一
万本をこの場所に植え、地域の方たちと共に大切に
守り育ててきました。

「しょうはえちゅうちや」は「いっぱい生えてるよ～」
という意味の土佐弁です。この時期は、田んぼに植
えた稲の間に草が生え、伸びていく頃。田に入って
草を抜くのは大事な仕事です。雨が降り続くと、川
は濁流と化し、水路から水が溢れ、山は崩れます。
自然と共に暮らすことは厳しさも伴います。思い通

りにならない自然、どう足掻いても人間は自然には
敵わない。町の人たちはそのことを身体で知ってい
ます。

左下の人が背負っているのが、農作業の時に身につ
ける「背みの」。これが大変な優れもので、水を弾
くので雨の日にはカッパ代わり、晴れの日には日除
けになります。カンカン照りの日、背みのを背負う
と背中が涼しい！背みのは一枚ずつ、手で編まれて
います。山に生えているスゲという植物を収穫し、
干してゆがいで乾かして。そのスゲを編んで作りま
す。昔は背みのを編める人が何人もいたそうですが、
今は数名。土佐町には「背みの保存会」があり、背
みのの編み方を次の世代へ引き継ぐべく、活動して

います。

絵の右側、道でくねくねと踊っているのは、うなぎ
です！昔、土佐町の田んぼにはうなぎがいたといい
ます。大雨が降ったり台風が来て水路から水が溢れ
ると、うなぎも一緒に流れ出て、道の上でぴっちぴっ
ちと跳ねていたとか。数は少なくなったものの、今
もうなぎは川にいます。罠を仕掛けて捕まえて、か
ば焼きにして食べる人も。

絵の中央下に描かれている、オレンジの尾で田んぼ
を泳いでいるのは「豊年えび」。土佐町の人は、こ
の生き物が田んぼに現れるととても喜びます。田ん
ぼに泳いでいたら、その年のその田んぼは豊作にな
るといわれています。大きさはちょうどオタマジャ
クシくらい。黄緑色の体、目はクリッとしていて

（？）、けっこうかわいい。

赤い傘をさした人の足元に描かれているのは、でっ
かいヒキガエル！土佐町では「オンビキ」と呼ばれ

ています。雨の日、山道の真ん中にデン！と居座っ
ていたら、かなりびっくりします。威厳さえある姿
は、まさに「山の主」です。

絵の左に描かれている男の子が持っているのは、
りゅうきゅう。大きいものは子供の背丈ほどもあり

「子供の頃、畑から取ってきて傘のようにして遊ん
だ」とよく聞きます。雨上がりに畑いくと、雨粒が
コロコロと輝きながら弾いて、とてもきれいです。
りゅうきゅうの茎の部分は食べることができます。
歯応えはシャキシャキ！酢の物や豚肉と一緒に炒め
ても美味しい。土佐町のお母さんたちは、一年中食
べられるように塩漬けにして保存しています。
土佐町の西石原地区の窪内久代さんに、りゅうきゅ
うの塩漬けの方法を教えてもらいました。
今のような便利さがなかった時代、その時期にしか
収穫できないものを保存し、一年中食べられるよう
にする。この土地のものを食べ、生き抜いてきた人
たちの知恵の素晴らしさ。そこに人間の強さを感じ
ます。
雨の季節を抜けたら、次は夏！
さあ、どんな風景が待っているでしょう？

しょうはえちゅうちや

背みの

春夏 P5 はねる　あまつぶ　だいちに　しみこむ　【溜井】
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ここは溜井地区。田んぼの横、車が一台やっと通れ
るくらいの道の脇に並ぶ色とりどりのアジサイ。こ
の場所は「未来の里（とわのさと）」と呼ばれてい
ます。
1993（平成 5）年から、和田芳穂さんがアジサイ一
万本をこの場所に植え、地域の方たちと共に大切に
守り育ててきました。

「しょうはえちゅうちや」は「いっぱい生えてるよ～」
という意味の土佐弁です。この時期は、田んぼに植
えた稲の間に草が生え、伸びていく頃。田に入って
草を抜くのは大事な仕事です。雨が降り続くと、川
は濁流と化し、水路から水が溢れ、山は崩れます。
自然と共に暮らすことは厳しさも伴います。思い通

りにならない自然、どう足掻いても人間は自然には
敵わない。町の人たちはそのことを身体で知ってい
ます。

左下の人が背負っているのが、農作業の時に身につ
ける「背みの」。これが大変な優れもので、水を弾
くので雨の日にはカッパ代わり、晴れの日には日除
けになります。カンカン照りの日、背みのを背負う
と背中が涼しい！背みのは一枚ずつ、手で編まれて
います。山に生えているスゲという植物を収穫し、
干してゆがいで乾かして。そのスゲを編んで作りま
す。昔は背みのを編める人が何人もいたそうですが、
今は数名。土佐町には「背みの保存会」があり、背
みのの編み方を次の世代へ引き継ぐべく、活動して

います。

絵の右側、道でくねくねと踊っているのは、うなぎ
です！昔、土佐町の田んぼにはうなぎがいたといい
ます。大雨が降ったり台風が来て水路から水が溢れ
ると、うなぎも一緒に流れ出て、道の上でぴっちぴっ
ちと跳ねていたとか。数は少なくなったものの、今
もうなぎは川にいます。罠を仕掛けて捕まえて、か
ば焼きにして食べる人も。

絵の中央下に描かれている、オレンジの尾で田んぼ
を泳いでいるのは「豊年えび」。土佐町の人は、こ
の生き物が田んぼに現れるととても喜びます。田ん
ぼに泳いでいたら、その年のその田んぼは豊作にな
るといわれています。大きさはちょうどオタマジャ
クシくらい。黄緑色の体、目はクリッとしていて

（？）、けっこうかわいい。

赤い傘をさした人の足元に描かれているのは、でっ
かいヒキガエル！土佐町では「オンビキ」と呼ばれ

ています。雨の日、山道の真ん中にデン！と居座っ
ていたら、かなりびっくりします。威厳さえある姿
は、まさに「山の主」です。

絵の左に描かれている男の子が持っているのは、
りゅうきゅう。大きいものは子供の背丈ほどもあり

「子供の頃、畑から取ってきて傘のようにして遊ん
だ」とよく聞きます。雨上がりに畑いくと、雨粒が
コロコロと輝きながら弾いて、とてもきれいです。
りゅうきゅうの茎の部分は食べることができます。
歯応えはシャキシャキ！酢の物や豚肉と一緒に炒め
ても美味しい。土佐町のお母さんたちは、一年中食
べられるように塩漬けにして保存しています。
土佐町の西石原地区の窪内久代さんに、りゅうきゅ
うの塩漬けの方法を教えてもらいました。
今のような便利さがなかった時代、その時期にしか
収穫できないものを保存し、一年中食べられるよう
にする。この土地のものを食べ、生き抜いてきた人
たちの知恵の素晴らしさ。そこに人間の強さを感じ
ます。
雨の季節を抜けたら、次は夏！
さあ、どんな風景が待っているでしょう？

うなぎ現る

ヒキガエル＝オンビキ

豊年えびは、豊作のしるし

りゅうきゅう

左 / ア ジサ

イの咲く「未

来 の 里（と

わ の さ と）」

右 / 平石の

背みの教室
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土佐町の夏といえば、川！
蒼く澄みきった川。鮎やアメゴの泳ぐ川。川に飛び
込む子どもたち。岩や橋の上からざぶんと飛び込む
と、耳元で水の粒が弾ける音が。気持ちいい！気分
爽快！大体 7 月くらいから川で遊ぶ人たちの姿が見
られます。町内にはいくつも遊べる川があって、そ
れぞれの人にお気に入りの場所があります。

このページに描かれているのは、地蔵寺立石という
場所。描かれている大きな岩も実在しています。地
蔵寺地区の子どもたちは、岩のてっぺんから飛び込
んでいたそうです。近くまで行くとかなりの高さ！
度胸が試されます。

石原地区出身、作家の司馬遼太郎さんの編集者だっ
た窪内隆起さん。とさちょうものがたりの連載「山
狭のおぼろ」では、石原地区で過ごした子ども時代
の思い出を綴っています。窪内さんのお家へ伺った
時、小学校 4 年生の時に自分で作ったという「金突
鉄砲」と「水中眼鏡」を見せてくれました。「金突鉄砲」
は、魚を突く道具です。川や山が子どもの遊び場だっ
た時代、魚を突いた時の感覚が今も残っているとい
います。その様子を語る窪内さんはそれはそれは楽
しそうで、思い出はいつまでもその人を支え続ける
ものなのだと感じます。幼い頃に培われた感性は一
生もの。自然の中で遊ぶ、とにかく遊ぶ。現代の子
どもたちにもその時間と経験を作ってあげたい、と

強く思います。

絵の中央、水に飛び込んだカッパの右横には、水中
で長い棒のようなものを持った大人がいます。これ
は鮎の「しゃくり漁」をしている様子が描かれてい
ます。「しゃくり漁」は、竹ざおの先に糸と針をつ
けた道具で、泳ぐ鮎を引っかけてとる伝統漁法です。
水中をのぞき、鮎の通り道を狙います。鮎が針の上
を通った時、竿をあげ、鮎を引っ掛けて捕らえます。
透明度が高い川だからこそできることです。
 

男の子が持っているのは「金突き」。竹の先につけ
た鉄の銛先で魚を捕らえます。首から下げているの

は「ハコビン」という木枠にガラスがはめ込まれた
「ハコビン」と呼ばれる道具です。びっくりするほ
ど水の中がよく見えます。
 

文章の最後にある「あゆのからだが　きらきらひか
る」。この一文は土佐町上津川地区で暮らしている
川村栄己さんのお話から生まれました。栄己さんは、
さめうらダムができる前の川をよく知る人です。「道
から川をのぞき込むと、鮎のからだの黄色い模様が
キラキラ輝いて見えた」「それほど川がきれいだっ
た」と懐かしそうに話してくれました。栄己さんの
言葉が、この地の川の美しさを伝えてくれます。

子どもは川で遊ぶ

みみもとで　はじける　みずのつぶ　【地蔵寺】春夏 P6

岩から飛び込む！
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土佐町の夏といえば、川！
蒼く澄みきった川。鮎やアメゴの泳ぐ川。川に飛び
込む子どもたち。岩や橋の上からざぶんと飛び込む
と、耳元で水の粒が弾ける音が。気持ちいい！気分
爽快！大体 7 月くらいから川で遊ぶ人たちの姿が見
られます。町内にはいくつも遊べる川があって、そ
れぞれの人にお気に入りの場所があります。

このページに描かれているのは、地蔵寺立石という
場所。描かれている大きな岩も実在しています。地
蔵寺地区の子どもたちは、岩のてっぺんから飛び込
んでいたそうです。近くまで行くとかなりの高さ！
度胸が試されます。

石原地区出身、作家の司馬遼太郎さんの編集者だっ
た窪内隆起さん。とさちょうものがたりの連載「山
狭のおぼろ」では、石原地区で過ごした子ども時代
の思い出を綴っています。窪内さんのお家へ伺った
時、小学校 4 年生の時に自分で作ったという「金突
鉄砲」と「水中眼鏡」を見せてくれました。「金突鉄砲」
は、魚を突く道具です。川や山が子どもの遊び場だっ
た時代、魚を突いた時の感覚が今も残っているとい
います。その様子を語る窪内さんはそれはそれは楽
しそうで、思い出はいつまでもその人を支え続ける
ものなのだと感じます。幼い頃に培われた感性は一
生もの。自然の中で遊ぶ、とにかく遊ぶ。現代の子
どもたちにもその時間と経験を作ってあげたい、と

強く思います。

絵の中央、水に飛び込んだカッパの右横には、水中
で長い棒のようなものを持った大人がいます。これ
は鮎の「しゃくり漁」をしている様子が描かれてい
ます。「しゃくり漁」は、竹ざおの先に糸と針をつ
けた道具で、泳ぐ鮎を引っかけてとる伝統漁法です。
水中をのぞき、鮎の通り道を狙います。鮎が針の上
を通った時、竿をあげ、鮎を引っ掛けて捕らえます。
透明度が高い川だからこそできることです。
 

男の子が持っているのは「金突き」。竹の先につけ
た鉄の銛先で魚を捕らえます。首から下げているの

は「ハコビン」という木枠にガラスがはめ込まれた
「ハコビン」と呼ばれる道具です。びっくりするほ
ど水の中がよく見えます。
 

文章の最後にある「あゆのからだが　きらきらひか
る」。この一文は土佐町上津川地区で暮らしている
川村栄己さんのお話から生まれました。栄己さんは、
さめうらダムができる前の川をよく知る人です。「道
から川をのぞき込むと、鮎のからだの黄色い模様が
キラキラ輝いて見えた」「それほど川がきれいだっ
た」と懐かしそうに話してくれました。栄己さんの
言葉が、この地の川の美しさを伝えてくれます。

きらきらひかる

上段 /土佐町の夏の川　下段左・中 /地蔵寺立石　下段右 /金突き鉄砲

しゃくり漁

金突きとハコビン
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土佐町のみなさんにはお馴染みの場所、こ
こは三島と東境のちょうど境目です。国道
439 号線からも見える木製の歩道橋、そし
て土佐町の酒蔵・土佐酒造の煙突。そばの
田んぼに蛍が飛び交うのは初夏の風物詩で
す。�この場所は地元の方たちの努力で維
持されています。蛍の出る頃、辺りの街灯
が消されます。暗闇で舞う蛍の光はとても
幻想的。毎年、たくさんの人が見にやって
来ます。見上げれば満天の星空も。

土佐酒造は 1877( 明治 10）年創業。「土佐
町には豊かな水と澄んだ空気があり、棚田
を代々大切にしてきた人がいるからこそ、

お酒を作ることができる。大切に育てたお
米がお酒になることを農家さんが喜んでく
れるのがうれしい」土佐酒造の 30 年来の
職人である筒井浩史さんがそう話していま
した。土佐町のおきゃくには必ずと言って
いいほど、土佐酒造の銘酒・桂月が登場し
ます。

主人公の男の子の隣には、土佐酒造の 3 代
目である澤田久万吉さんの姿が。毎朝欠か
さず、ホラ貝を吹いていたそうです。酒造・土佐酒造

澤田久万吉さん

たんぼの　みなもに　ひかりがまたたく　【三島・東境】春夏 P7
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夏は町内のあちこちでお祭りが開かれます。こ
の絵は森地区の夏のお祭り、野中祭がモデルに
なっています。高知県内に堰と用水路を整備し
た土佐藩の野中兼山の名にちなんで名付けられ
た野中祭。毎年 8 月に旧森中学校で開催されま
す。
どのお祭りにも共通するのは鳴子を持ち、輪に
なって踊る盆踊り。ちょうちんの灯りのもと、
幻想的な風景です。奉納相撲も行われ、大人も
子どもも「はっきよい　のこった！」みんなで
ワイワイ応援します。また、お祭りの後半には
打ち上げ花火も。空を見上げ、夏が終わってい
くなあと感じるひとときです。

毎日朝 7 時と夕方 18 時、森地区にゴーンゴー

ンと鳴り響く鏡峰寺の鐘の音。今日も時を告げて
くれています。
五右衛門風呂�五右衛門風呂でホッと一息。土佐
町では薪のある生活が今も営まれています。お風
呂や薪ストーブ、山菜やタケノコ、こんにゃく芋
を湯がいたりと薪は大活躍。山の暮らしに欠かせ
ない存在です。

男の子と一緒にお風呂に入っているのはエンコ
ウ！ 2 ページ目、稲叢山の場面から登場していま
す。エンコウはカッパのこと。「子どもの頃、“お
盆に川で泳ぐとエンコウに引っ張り込まれて、尻
ダマを抜かれる “と言われていた」という声がた
くさん。エンコウは今も近くにいるのかも。

ちょうちんのもと　おどってわらう　【野中祭】春夏 P8

鏡峰寺の鐘

エンコウ現る
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ここから秋冬編。標高 900m、土佐町芥川に立つ高
峯神社からスタートです。登山道のような参道、山
頂に突然現れる本殿。山全体が清浄な神域であると
いう、中世から続く信仰心の強さを感じる場所です。
遠くの山々の嶺から、凛とした風が吹いてきます。
本殿へと続く苔け蒸した参道の前に立つと、枝々の
間を通り抜けた木漏れ日がちらちらと揺れ、朝露を
含んだ苔が静かに自ら光を放っています。石段の両
脇に立つ石灯篭には、かつてこの神社へ寄付をした
人の名前が刻まれており、積み重ねられてきた歴史
を感じます。
秋冬編の主人公、おかっぱの女の子がお参りをして
いますね。

高峯神社が最初に建立されたのは、今から 1,600 年
余りも昔といわれています。山の神である大山祇神

（オオヤマツミノカミ）をはじめ、古事記にも記さ
れている食べ物や産業の神様「豊受大御神（とよう
けのおおみかみ）」や竈の神様など、山で暮らす人々
にとっていずれも身近な神様が祀られています。昔
は讃岐のこんぴらさんと並ぶほどの参詣者があり、
麓には旅館や飲食店もあったそうです。「ワシらが
子どもの頃、夏祭りには夜店が出て、ここらの子は
皆遊びに来とった」「そうそう、相撲をとったりも
しよった」と神社の総代さんが話してくれました。

32

高峯神社は地域の人たちからとても大切にされてい
ます。長年、高峯神社の守り人として、この場所の
お世話を続けてきた筒井賀恒さんという人がいま
す。鳥居のしめ縄を編んだり、石段の修理をしたり
と、日々高峯神社に足を運んでいます。土佐町史を
読み込み、この地の歴史や言い伝え、神社へ向かう
道に立つ道しるべの存在など、高峯神社にまつわる
ことにもとても詳しい方です。
下から 2 つ目の鳥居の右横には、鷹の石像が描かれ
ています。「相川の田んぼでスズメの被害があって
よ、稲がとれんということでここにお参りに来たん
じゃろう。鷹がスズメを追い払ってくれた、稲がよ
うとれたということで、相川の集落のもんがこれを
奉納した」と、賀恒さんは教えてくれました。
相川は土佐町の米どころ。鷹の姿から、相川の人た
ちの切なる願いが伝わってくるようです。

最初の鳥居の右横にあるのは手洗石。1877（明治
10）年、「土佐町の石原から平石に行く途中の、有
馬林道入口あたりの川原にあった石」を少しずつ運
び上げ、今の場所にあるのだそう。
―石は大きな木のまた枝でつくった木馬にのせ、し
ばりつけて、おん綱めん綱をかけた。おん綱には赤

ハチマキの男衆。めん綱には赤手拭い赤だすきの女
衆が、声をそろえ力を合わせた。石の上には高知か
ら来た歌い手が乗り、赤手拭いでほうかむりし、手
に紅白のざいを持ってこれをかつぎ、
“高峯神社の石引きは、忠臣蔵のお芝居か　お石は
おかるぢやヤレコケヤサアノウウン”
など木遣節のはやしを合わせ数百人、人海戦術で山
坂をずるずる引き上げたものだそうな
このお話は土佐町史に掲載されています。

ページ右側、木の陰からこっそり見ている赤い鬼の
ような子（？）は「ひだる」です。ひだるは山で暮
らす人々の間で昔から言い伝えられてきた妖怪。ひ
だるは、山を歩く人がおなかがすいた時に背中に取
り憑いてその人を動けなくします。山道を歩いてい
て急におなかがすいたり、ふらっとしたり。そんな
時は「ひだるに憑かれた！」と言っていたとか。憑
かれた時はとにかく何でもいいから食べるのが一
番！山で仕事をする人は、ひだるが憑いた時のため
に、お弁当をいつも一口だけ残して帰り道も持って
いたそう。ひだるを見た人は誰もいませんが、下田
さんが想像して描いてくれました。秋冬編はこのひ
だるが女の子のお供をして歩きます。

ここはかぜわたる　たかみねじんじゃ　【安吉・高峯神社】秋冬 P1

風渡る高峯神社



ここから秋冬編。標高 900m、土佐町芥川に立つ高
峯神社からスタートです。登山道のような参道、山
頂に突然現れる本殿。山全体が清浄な神域であると
いう、中世から続く信仰心の強さを感じる場所です。
遠くの山々の嶺から、凛とした風が吹いてきます。
本殿へと続く苔け蒸した参道の前に立つと、枝々の
間を通り抜けた木漏れ日がちらちらと揺れ、朝露を
含んだ苔が静かに自ら光を放っています。石段の両
脇に立つ石灯篭には、かつてこの神社へ寄付をした
人の名前が刻まれており、積み重ねられてきた歴史
を感じます。
秋冬編の主人公、おかっぱの女の子がお参りをして
いますね。

高峯神社が最初に建立されたのは、今から 1,600 年
余りも昔といわれています。山の神である大山祇神

（オオヤマツミノカミ）をはじめ、古事記にも記さ
れている食べ物や産業の神様「豊受大御神（とよう
けのおおみかみ）」や竈の神様など、山で暮らす人々
にとっていずれも身近な神様が祀られています。昔
は讃岐のこんぴらさんと並ぶほどの参詣者があり、
麓には旅館や飲食店もあったそうです。「ワシらが
子どもの頃、夏祭りには夜店が出て、ここらの子は
皆遊びに来とった」「そうそう、相撲をとったりも
しよった」と神社の総代さんが話してくれました。

高峯神社は地域の人たちからとても大切にされてい
ます。長年、高峯神社の守り人として、この場所の
お世話を続けてきた筒井賀恒さんという人がいま
す。鳥居のしめ縄を編んだり、石段の修理をしたり
と、日々高峯神社に足を運んでいます。土佐町史を
読み込み、この地の歴史や言い伝え、神社へ向かう
道に立つ道しるべの存在など、高峯神社にまつわる
ことにもとても詳しい方です。
下から 2 つ目の鳥居の右横には、鷹の石像が描かれ
ています。「相川の田んぼでスズメの被害があって
よ、稲がとれんということでここにお参りに来たん
じゃろう。鷹がスズメを追い払ってくれた、稲がよ
うとれたということで、相川の集落のもんがこれを
奉納した」と、賀恒さんは教えてくれました。
相川は土佐町の米どころ。鷹の姿から、相川の人た
ちの切なる願いが伝わってくるようです。

最初の鳥居の右横にあるのは手洗石。1877（明治
10）年、「土佐町の石原から平石に行く途中の、有
馬林道入口あたりの川原にあった石」を少しずつ運
び上げ、今の場所にあるのだそう。
―石は大きな木のまた枝でつくった木馬にのせ、し
ばりつけて、おん綱めん綱をかけた。おん綱には赤

ハチマキの男衆。めん綱には赤手拭い赤だすきの女
衆が、声をそろえ力を合わせた。石の上には高知か
ら来た歌い手が乗り、赤手拭いでほうかむりし、手
に紅白のざいを持ってこれをかつぎ、
“高峯神社の石引きは、忠臣蔵のお芝居か　お石は
おかるぢやヤレコケヤサアノウウン”
など木遣節のはやしを合わせ数百人、人海戦術で山
坂をずるずる引き上げたものだそうな
このお話は土佐町史に掲載されています。

ページ右側、木の陰からこっそり見ている赤い鬼の
ような子（？）は「ひだる」です。ひだるは山で暮
らす人々の間で昔から言い伝えられてきた妖怪。ひ
だるは、山を歩く人がおなかがすいた時に背中に取
り憑いてその人を動けなくします。山道を歩いてい
て急におなかがすいたり、ふらっとしたり。そんな
時は「ひだるに憑かれた！」と言っていたとか。憑
かれた時はとにかく何でもいいから食べるのが一
番！山で仕事をする人は、ひだるが憑いた時のため
に、お弁当をいつも一口だけ残して帰り道も持って
いたそう。ひだるを見た人は誰もいませんが、下田
さんが想像して描いてくれました。秋冬編はこのひ
だるが女の子のお供をして歩きます。

手洗石

ひだる、登場

高峯神社の守り人

左 /高峯神社参道　中 /筒井賀恒さん　右 /下田昌克さんも登りました　
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毎年 2 月、土佐町南川地区ではカジ蒸しが行われま
す。カジを蒸す甑から白い湯気が上がり、その元で
カジの皮を剥ぐ人たち。その風景は冬の風物詩と
いってよいでしょう。カジは楮ともいわれ、紙の原
料となるもの。畑や山に育つカジを切り出し、蒸し
上げ、皮を剥ぎ、乾かして出荷します。
甑の下には水の入った釜鍋が据えてあり、釜の水を 
“ごんごん” 沸かすことで甑の中のカジを蒸します。

「かまどの石は、“がけ石” とわしらは呼ぶけんど、
山で掘ったら出てくる石でできちゅう。火を焚いて
も割れんのよ。河原の石やと、火を焚いたら割れて
しまうきね」水野才一郎さんがそう教えてくれまし
た。カジ蒸しは昔から高知県各地で行われてきた仕
事で、山で暮らす人たちの貴重な収入源でした。以

前は土佐町の各地で行われていたそうですが、今で
はめっきり少なくなっています。

蒸したカジの上のザルの中にはさつまいもが。カジ
と一緒に蒸すさつまいもは働く人や子どもたちの楽
しみの一つだったそう。寒い風が吹く中、甑やさつ
まいもから上がる湯気は、働く人たちの身体をほか
ほかと温めてくれたことでしょう。

軽トラックの荷台にのっているのはイノシシ。冬、
猟師さんは捕らえたイノシシをさばいて肉にします。
文章にある「あとで ししじるたくき うちんく きい

秋冬 P2

や」というセリフは、冬の間、土佐町でよく交わさ
れる会話です。
シシ肉は野菜と一緒に炊いて汁にしたり、塩胡椒し
て焼いていただきます。つい先ほどまで山を駆け回っ
ていた命。口にすると、身体の奥底からふつふつと
エネルギーが湧いてくるのを感じます。
山にはイノシシをはじめ、鹿や猿、ハクビシンやタ
ヌキなどもいます。田や畑の作物を荒らすなど鳥獣
被害も多いため、猟師さんは山へ入り、罠を仕掛け
るのです。

猟師である近藤雅伸さんは「山を植林にしてしもう
たき、食べ物がないき、作物のあるところにイノシ
シは来る。本当はイノシシには罪はないんよ。イノ
シシは人が作っちゅうなんて知らんわけやき」と話
します。
鳥獣被害の原因は、人間自らが作り出しているとも
いえます。でも、人間も生きていかなければならない。
だから捕らえる。そして捕らえた命を無駄にしては

ならないとありがたくいただく。近藤さんはイノシ
シを捕らえたら、その肉を周りの人に分けて食べて
もらうそうです。

「ひとつの命をみんなで分けて、 “ありがとう” 、とみ
んなに食べてもらったらええんじゃないかと思って。
ひとつのものを大事に使うて、食べて、自分があと
で後悔せんようなかたちにしていきたい」と話して
くれました。

軽トラックの右下をご覧ください！きらりと光る黄
金色の印。これは高知県の優良運転者に授けられる
もので、土佐町では高齢の方の軽トラックによく付
けられています。「無事故無違反年数 10 年以上、人
格技能ともに優れている」という選考基準があり、
まさに優良運転者の証。軽トラックは山の暮らしに
は欠かせない相棒のような存在。いつまでも安全に
乗り、山の暮らしを送れますように。

シシ肉をいただく

かじむしの　ゆげの　むこう　【南川・かじ蒸し】

お楽しみのさつまいも
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毎年 2 月、土佐町南川地区ではカジ蒸しが行われま
す。カジを蒸す甑から白い湯気が上がり、その元で
カジの皮を剥ぐ人たち。その風景は冬の風物詩と
いってよいでしょう。カジは楮ともいわれ、紙の原
料となるもの。畑や山に育つカジを切り出し、蒸し
上げ、皮を剥ぎ、乾かして出荷します。
甑の下には水の入った釜鍋が据えてあり、釜の水を 
“ごんごん” 沸かすことで甑の中のカジを蒸します。

「かまどの石は、“がけ石” とわしらは呼ぶけんど、
山で掘ったら出てくる石でできちゅう。火を焚いて
も割れんのよ。河原の石やと、火を焚いたら割れて
しまうきね」水野才一郎さんがそう教えてくれまし
た。カジ蒸しは昔から高知県各地で行われてきた仕
事で、山で暮らす人たちの貴重な収入源でした。以

前は土佐町の各地で行われていたそうですが、今で
はめっきり少なくなっています。

蒸したカジの上のザルの中にはさつまいもが。カジ
と一緒に蒸すさつまいもは働く人や子どもたちの楽
しみの一つだったそう。寒い風が吹く中、甑やさつ
まいもから上がる湯気は、働く人たちの身体をほか
ほかと温めてくれたことでしょう。

軽トラックの荷台にのっているのはイノシシ。冬、
猟師さんは捕らえたイノシシをさばいて肉にします。
文章にある「あとで ししじるたくき うちんく きい

や」というセリフは、冬の間、土佐町でよく交わさ
れる会話です。
シシ肉は野菜と一緒に炊いて汁にしたり、塩胡椒し
て焼いていただきます。つい先ほどまで山を駆け回っ
ていた命。口にすると、身体の奥底からふつふつと
エネルギーが湧いてくるのを感じます。
山にはイノシシをはじめ、鹿や猿、ハクビシンやタ
ヌキなどもいます。田や畑の作物を荒らすなど鳥獣
被害も多いため、猟師さんは山へ入り、罠を仕掛け
るのです。

猟師である近藤雅伸さんは「山を植林にしてしもう
たき、食べ物がないき、作物のあるところにイノシ
シは来る。本当はイノシシには罪はないんよ。イノ
シシは人が作っちゅうなんて知らんわけやき」と話
します。
鳥獣被害の原因は、人間自らが作り出しているとも
いえます。でも、人間も生きていかなければならない。
だから捕らえる。そして捕らえた命を無駄にしては

ならないとありがたくいただく。近藤さんはイノシ
シを捕らえたら、その肉を周りの人に分けて食べて
もらうそうです。

「ひとつの命をみんなで分けて、 “ありがとう” 、とみ
んなに食べてもらったらええんじゃないかと思って。
ひとつのものを大事に使うて、食べて、自分があと
で後悔せんようなかたちにしていきたい」と話して
くれました。

軽トラックの右下をご覧ください！きらりと光る黄
金色の印。これは高知県の優良運転者に授けられる
もので、土佐町では高齢の方の軽トラックによく付
けられています。「無事故無違反年数 10 年以上、人
格技能ともに優れている」という選考基準があり、
まさに優良運転者の証。軽トラックは山の暮らしに
は欠かせない相棒のような存在。いつまでも安全に
乗り、山の暮らしを送れますように。

優良運転者の証

なぜ鳥獣被害が起きるのか

左上・右上・左下 /カジ蒸しの作業風景　右下 /イノシシ　
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土佐町は四国のほぼ中央に位置し、町の面積の 87%
が森林という緑ゆたかな町。
昔から木材の産地としても有名で、豊臣秀吉が大阪
城を建てる際には土佐町をはじめとする高知県嶺北
地域の木をたくさん使用したと言われています。
森林組合をはじめ企業や自伐型林業を営む人など、
山間部ならではの環境を利用して山を生業とする人
たちは多く、林業は町の重要な産業の一つとなって
います。

林業は 50 年、100 年先を見据える仕事だといいます。
子どもや孫の世代、遥か先の未来のために木を植え
る。木を育て上げ、切って使う時には植えた人はも
ういないかもしれない。一本の木の向こうには壮大

な時間の流れがあります。
土佐町には山に木を植え、育て、伐採し、木材を生
産する人がいることはもちろんのこと、製材する人、
さらにはその材で家を建てる大工さん、木材を加工
し製品を作る人たちがいます。その一連の営みがこ
の土地で成立してきたのは、磨き上げた技術と知恵
を持つ人たちがいて、綿々と自らの仕事を積み重ね
てきたからです。何代にもわたって培われてきたこ
の営みは、この町のかけがえのない財産です。

文章中にある「はいでるものは はいでえ　とびでる
ものは とびでえ これから ひをいれるぞう」これは
山師である筒井順一郎さんが教えてくれた言葉です。
かつて、山間部の田がない場所で暮らす人は粟や稗
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を育て、それらを食べて生きてきました。
野を焼き、その灰を肥料として作物を作る焼畑農業
は、以前のこの地で長い年月行われてきました。

「這い出るものは はい出え　飛び出るものは 飛び出
え これから 火を入れるぞう」この言葉は、焼畑農業
の時代を知る順一郎さんのお父さんが、大地に火を
入れる前に言っていたものだといいます。火を入れ
る前に、森に住む動物や虫たちにそう呼びかける。「自
分は焼き畑農業をしているわけじゃないけんど、こ
の言葉は身体に染み付いてるんよ」「焼畑は自然との
共存だから」順一郎さんはそう話してくれました。
この言葉にも、この地に住み自然との関係性の中で
暮らしを作ってきた人々の考え方や生き方が現れて
います。そして絵の中には「這い出るものは はい出
え」と声をかけられた森の動物たちが移動をする様

が描かれています。
2019 年 1 月、まだ霜柱が立つ山道を登り、順一郎さ
んは普段仕事をしている山を案内してくれました。
順一郎さんは林業の他にも稲を育て、アメゴの養殖
やシキビ栽培などさまざまな山の仕事をしています。

「生活のために植えた木が、切ってくれ、と言いゆう。
木を見ちょったらわかる。木を切ると、残った切り
株の栄養が周りの木に行き渡り、木が育つ。切り株
はスポンジ状になって雨水をゆっくりと吸い込み、
保水力の高い山になる。目に見えんところでこうい
う動きをしゆう」
山は雨水を蓄え、水をきれいにしたり、洪水を防ぐ
働きもします。森を守ることは、水や生活を守るこ
とにもつながっています。

はいでるものは はいでえ

だいちをこやす　やまのいとなみ　【芥川】秋冬 P3

培われてきた営み



土佐町は四国のほぼ中央に位置し、町の面積の 87%
が森林という緑ゆたかな町。
昔から木材の産地としても有名で、豊臣秀吉が大阪
城を建てる際には土佐町をはじめとする高知県嶺北
地域の木をたくさん使用したと言われています。
森林組合をはじめ企業や自伐型林業を営む人など、
山間部ならではの環境を利用して山を生業とする人
たちは多く、林業は町の重要な産業の一つとなって
います。

林業は 50 年、100 年先を見据える仕事だといいます。
子どもや孫の世代、遥か先の未来のために木を植え
る。木を育て上げ、切って使う時には植えた人はも
ういないかもしれない。一本の木の向こうには壮大

な時間の流れがあります。
土佐町には山に木を植え、育て、伐採し、木材を生
産する人がいることはもちろんのこと、製材する人、
さらにはその材で家を建てる大工さん、木材を加工
し製品を作る人たちがいます。その一連の営みがこ
の土地で成立してきたのは、磨き上げた技術と知恵
を持つ人たちがいて、綿々と自らの仕事を積み重ね
てきたからです。何代にもわたって培われてきたこ
の営みは、この町のかけがえのない財産です。

文章中にある「はいでるものは はいでえ　とびでる
ものは とびでえ これから ひをいれるぞう」これは
山師である筒井順一郎さんが教えてくれた言葉です。
かつて、山間部の田がない場所で暮らす人は粟や稗

を育て、それらを食べて生きてきました。
野を焼き、その灰を肥料として作物を作る焼畑農業
は、以前のこの地で長い年月行われてきました。

「這い出るものは はい出え　飛び出るものは 飛び出
え これから 火を入れるぞう」この言葉は、焼畑農業
の時代を知る順一郎さんのお父さんが、大地に火を
入れる前に言っていたものだといいます。火を入れ
る前に、森に住む動物や虫たちにそう呼びかける。「自
分は焼き畑農業をしているわけじゃないけんど、こ
の言葉は身体に染み付いてるんよ」「焼畑は自然との
共存だから」順一郎さんはそう話してくれました。
この言葉にも、この地に住み自然との関係性の中で
暮らしを作ってきた人々の考え方や生き方が現れて
います。そして絵の中には「這い出るものは はい出
え」と声をかけられた森の動物たちが移動をする様

が描かれています。
2019 年 1 月、まだ霜柱が立つ山道を登り、順一郎さ
んは普段仕事をしている山を案内してくれました。
順一郎さんは林業の他にも稲を育て、アメゴの養殖
やシキビ栽培などさまざまな山の仕事をしています。

「生活のために植えた木が、切ってくれ、と言いゆう。
木を見ちょったらわかる。木を切ると、残った切り
株の栄養が周りの木に行き渡り、木が育つ。切り株
はスポンジ状になって雨水をゆっくりと吸い込み、
保水力の高い山になる。目に見えんところでこうい
う動きをしゆう」
山は雨水を蓄え、水をきれいにしたり、洪水を防ぐ
働きもします。森を守ることは、水や生活を守るこ
とにもつながっています。

左 /土佐町の森　右上 /筒井順一郎さん　右下 /下田昌克さんと
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土佐町と隣町の本山町にまたがるように位置するさ
めうらダム。ダム湖面は朝に夕に澄んだ空を映し、
カヌーや SAP、釣りやサイクリングなどを楽しむ人
たちが訪れます。赤い上吉野川橋の下、カヌーに乗っ
ているのはハンガリーからやってきたカヌーの元
ワールドチャンピオン、ラヨシュ・ジョコシュさん。
子どもたちにカヌーの楽しさを教えています。緑色
のジャケットを着た若者たちは、NPO 法人さめう
らプロジェクトのメンバー。高校生のワカサギ釣り
大会を開催したりと、ダムは若い人たちが活躍する
場となっています。

さめうらダムが完成したのは 1973( 昭和 48）年。ダ

ちいさな　ながれとなって　たどりつく　【さめうらダム】秋冬 P4

ム建設のため、土佐町や隣接する大川村の家々や土
地がダムの底に沈みました。その時、この土地で暮
らしていた人たちは一体どんな風景を見ていたので
しょう。時代と共に当時のことを知る人は高齢化、
語ることのできる人は少なくなっています。

現在の県道 17 号線より遥か下、今はダムの底に沈
む旧古味地区で生まれ育った川村友信さん。旧古味
地区は広く緩やかな傾斜地に田畑が広がり、吉野川
の畔を中心に約 30 世帯が暮らしていました。中学
校を卒業した友信さんもお父さんと一緒に蒟蒻や椎
茸、和紙の材料となるミツマタ、コウゾの栽培をし
ていたそうです。ダム建設により旧古味地区はダム

ダムに沈んだ土地

古味地区・川村友信さんのお話
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の底に沈むことに。当時、立ち退きに伴う補償の交
渉を重ね、多くの住民は本山町や高知市、土佐町の
中心地である田井地区へ引っ越しましたが、友信さ
んのお父さんは古味地区に残る決断をしました。そ
して移動した先が造成された今の土地。友信さんは
今もこの場所で暮らしています。

同じく柿ノ木地区出身の川村長康さん。ダム建設に
より全戸が立ち退きした柿ノ木地区。12 戸の中で
最も高い位置にあった「新宅」という屋号を持つ家
が長康さんの家でした。1967（昭和 43) 年のダム本
体着工の翌年、立ち退きに伴い家は解体。解体した
家は架線で川沿いの道まで下ろし、移築先の田井地
区まで車で運んだそうです。他の家はすでに立ち退
きを済ませ、「新宅」が一番最後まで残った家にな
りました。最後の材を運ぶ際にはダムの基礎となる
コンクリートを打設しており、その横を抜ける道が
流されてしまったため、急遽盛り土をしてもらい何
とか通ったとのこと。家屋は失われましたが、最も
高い位置にあったため土地は残りました。今も長康
さんは、生まれ故郷である新宅へ通い、畑や沿道に
立ち並ぶ木々の管理をしています。

絵にはロープでつり下げられた「つり舟」に乗って

いる人が描かれています。これは古味地区に住んで
いた濱口幸弘さんのお話から。1961( 昭和 36）年に
本山町から土佐村に編入合併した古味地区。幸弘さ
んの母校である西部小中学校も本山町から土佐村に
編入、校名も大河内小中学校に変わりました。本山
町の時代より、吉野川を挟んだ向かいの土佐村（東
和田、柚ノ木地区）と行き来するため、つり舟があ
りました。高さ 80 m、片道 120m。ワイヤーロープ
でつられたゴンドラ状のつり舟に乗りこみ、学校へ
通う子どもや買い物へ行く人がロープを引っ張って
動かします。定員は 5 人程度。人数が多いと川の中
央でワイヤーがたわみ、後半は上りに。渡るのはか
なりの重労働、風が吹くとつり舟が揺れて怖かった
そうです。1963（昭和 38）年に橋が完成したため、
つり舟は廃止。周辺一帯はダム水没地となり、大河
内小中学校は 1969（昭和 44）年に閉校。ダムの底
に沈みました。

つり舟の下、ダムの湖面に悠々と浮かんでいるのは
サッシー。ネッシーならぬ、さめうらダムのサッ
シー。さめうらダムに生息が噂された幻の生物です。
現在ではその噂もあまり耳にしなくなりましたが、
かつてはそんなお話もあったそうです。

柿ノ木地区・川村長康さんのお話

つり舟で川を渡る

サッシー？

左 /川村友信さん　中 /川村長康さん　右 /つり舟で川を渡る（西村澄雄さん撮影）
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土佐町の米どころ、相川地区。黄金色の稲穂の上を
気持ち良い風が通り抜けていきます。その風の道を
先人たちも見ていたことでしょう。棚田を見つめて
いると、この大地を耕してきた人たちの声が聞こえ
てくるようです。

土佐町に昔から伝わる民謡「土佐芝刈唄」。1966（昭
和 41）年、町の無形民俗文化財に指定されています。
昔、稲を育てる人たちは柴を刈り、肥料として田ん
ぼに入れていました。その作業は重労働で「山のこっ
ちでも向こうでもお互い励まし合う」ために歌って
いたといいます。この唄の歌い手が池添博喜さん。
2019 年、稲刈りがひと段落した頃に、棚田で土佐

芝刈唄を歌ってもらいました。朗々と歌い終わった
池添さんの晴れ晴れとしたお顔が印象的でした。

「土佐町の民話」という本にはこんなお話が掲載され
ています。

『むかしむかし、まだ化学肥料のないじぶん（頃）には、
五、六月になるとサッーと萌え出た、やりい（やわ
らかい）柴を刈って肥料として田んぼに入れよりま
した。牛を使ってこなし、水を張った田んぼに柴を
刈って来て入れ、鉈でこいつを二十センチメートル
ぐらいに叩き切りよりました。田んぼの中でやった
んで、下が泥ですろう。ボッシャン、ボッシャン頭
から泥だらけになって叩き切るわけですらあ。柴刈
りは男も女も家族総出でやりよりました。』
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こがねいろに　そまった　たなだ　みのりのあき　【相川】秋冬 P5
土佐町は、土佐あかうしの日本一の生産地。土佐あ
かうしは土佐褐毛牛ともいわれ、高知県の山間部を
中心に飼育されている褐色の毛色をした牛です。年
間 300 ～ 400 頭しか出荷されていない貴重な品種で、
赤身が美味しくあっさりした肉質で人気が高まって
います。土佐町にはかつて 100 軒ほどの畜産農家が
あったそうですが、現在は約 30 軒ほどに減少してい
ます。近くで見ると、つぶらな瞳で優しい顔の土佐
あかうし。日々、畜産農家さんに大切に育てられて
います。絵のように、時には散歩させている姿も。

田に立っている三角の存在。このように藁の束を乾
かして置いておき、乾いた頃に畜産農家さんが取り
にきて、あか牛の餌になります。この三角の名前は
何という名前なのか？聞いてまわったところ、「わら

ぐろ」「わらすぼ」「すぼつき」と 3 つの候補が出て
きました。何だか懐かしい、土佐町の原風景のひと
つです。

秋、田の畦に咲く彼岸花。昔、この彼岸花の球根を
団子にして食べたという話を司馬遼太郎さんの編集
者だった窪内隆起さんが教えてくれました。彼岸花
の球根には毒があり、そのまま食べることはできな
いので、水にさらしてゆがいて、また水にさらして
…を何度も繰り返す。やっとできた団子はほぼ味が
なく、砂糖醤油をつけて何とか食べられるというも
のだったとか。食糧の少なかった時代、飢饉の時の
大事な非常食だったそうです。

秋、土佐町では柚子の収穫時期を迎えます。香り爽
やかな柚子は、全国各地に送られています。

土佐芝刈唄



土佐町の米どころ、相川地区。黄金色の稲穂の上を
気持ち良い風が通り抜けていきます。その風の道を
先人たちも見ていたことでしょう。棚田を見つめて
いると、この大地を耕してきた人たちの声が聞こえ
てくるようです。

土佐町に昔から伝わる民謡「土佐芝刈唄」。1966（昭
和 41）年、町の無形民俗文化財に指定されています。
昔、稲を育てる人たちは柴を刈り、肥料として田ん
ぼに入れていました。その作業は重労働で「山のこっ
ちでも向こうでもお互い励まし合う」ために歌って
いたといいます。この唄の歌い手が池添博喜さん。
2019 年、稲刈りがひと段落した頃に、棚田で土佐

芝刈唄を歌ってもらいました。朗々と歌い終わった
池添さんの晴れ晴れとしたお顔が印象的でした。

「土佐町の民話」という本にはこんなお話が掲載され
ています。

『むかしむかし、まだ化学肥料のないじぶん（頃）には、
五、六月になるとサッーと萌え出た、やりい（やわ
らかい）柴を刈って肥料として田んぼに入れよりま
した。牛を使ってこなし、水を張った田んぼに柴を
刈って来て入れ、鉈でこいつを二十センチメートル
ぐらいに叩き切りよりました。田んぼの中でやった
んで、下が泥ですろう。ボッシャン、ボッシャン頭
から泥だらけになって叩き切るわけですらあ。柴刈
りは男も女も家族総出でやりよりました。』

土佐町は、土佐あかうしの日本一の生産地。土佐あ
かうしは土佐褐毛牛ともいわれ、高知県の山間部を
中心に飼育されている褐色の毛色をした牛です。年
間 300 ～ 400 頭しか出荷されていない貴重な品種で、
赤身が美味しくあっさりした肉質で人気が高まって
います。土佐町にはかつて 100 軒ほどの畜産農家が
あったそうですが、現在は約 30 軒ほどに減少してい
ます。近くで見ると、つぶらな瞳で優しい顔の土佐
あかうし。日々、畜産農家さんに大切に育てられて
います。絵のように、時には散歩させている姿も。

田に立っている三角の存在。このように藁の束を乾
かして置いておき、乾いた頃に畜産農家さんが取り
にきて、あか牛の餌になります。この三角の名前は
何という名前なのか？聞いてまわったところ、「わら

ぐろ」「わらすぼ」「すぼつき」と 3 つの候補が出て
きました。何だか懐かしい、土佐町の原風景のひと
つです。

秋、田の畦に咲く彼岸花。昔、この彼岸花の球根を
団子にして食べたという話を司馬遼太郎さんの編集
者だった窪内隆起さんが教えてくれました。彼岸花
の球根には毒があり、そのまま食べることはできな
いので、水にさらしてゆがいて、また水にさらして
…を何度も繰り返す。やっとできた団子はほぼ味が
なく、砂糖醤油をつけて何とか食べられるというも
のだったとか。食糧の少なかった時代、飢饉の時の
大事な非常食だったそうです。

秋、土佐町では柚子の収穫時期を迎えます。香り爽
やかな柚子は、全国各地に送られています。

土佐あかうしを育てる

田んぼの三角

彼岸花団子

柚子の収穫

上段左から /池添博喜さん /わらぐろ / 秋の高須 /あか牛の出産　下段左から /
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土佐町の中心地、田井の今と昔の街並み。現在お店
が立ち並ぶ国道 439 号線周辺は、かつて一面の田ん
ぼでした。国道ができたことで町の人の生活も大き
く変わりました。

絵中央左、橋のたもとに描かれている床屋さんの赤
白青のサインポール。こちらは西森理髪店。西森五
明さん・美喜さんご夫妻が 50 年以上営んでいるお
店です。

絵の左、国道 439 号線の下に描かれているのは冨士
見館。4 代目女将・高橋信子さんの曽祖父母が 1916

このとちの　ふうけいを　みまもりつづける　【田井】秋冬 P6

（大正 5）年に創業しました。信子さんが小学生だっ
た頃は、金魚屋さんが宿泊。袋に入れた金魚を手に、
年に数回来ていたそう。

冨士見館の隣は、築 100 年以上という清水屋旅館。
現在 91 歳の森ミネさんが切り盛りしています。旅
館に面した通りは車がやっと一台通れる程の道幅
で、人が行き交っていたそうです。

清水屋旅館の右向かいは山中百貨店。今はお店だけ
が残っています。山中百貨店は仕立て屋さんで、お
客さんに生地選んでもらい、お店の「洋裁さん」が

洋服を作っていたそう。

緑の庇の岡部百貨店。岡部忠利さんと真紀さんご夫
婦が釣具や生活用品、駄菓子などを販売しています。
大人も子どもも「おかべ」と呼び、町の人たちから
とても愛されているお店です。

岡部百貨店の右隣に描かれているのは岡本菓子店。
お菓子屋さんですがおもちゃも売っていて、毎日子
どもたちがおこづかいを握りしめ、群がるように来
ていたそうです。「窓際のガラスのケースにはプラ
モデルが並んでた。よく行ったわ～」と話してくれ
た人も。（かつてあったお店の場所とは違う位置に
描かれています）

かつて町を走っていたボンネットバス。バスの車掌
さんだった窪内花美さんが当時の様子を教えてくれ
ました。「バスの扉が閉まらないほど人が乗ってい
て、閉まらないのにそのまま走っていた。今やった
ら問題やろうねえ。自家用車を持っている人がほと
んどいなかったから、貴重な足だったろうね」。当

時の写真はモノクロで色がわからないため、花美さ
んと西森理髪店の西森五明さんに尋ねました。「バ
スのボディはクリーム色、ラインは朱色だった」。
お二人の記憶を辿り、この色となっています。

絵の中央には、もちまきの様子が描かれています。
棟上げ（新築の家の骨組みと屋根ができた時。建前
ともいう）の時、家主と家を建てた大工さんが屋根
に上がり、もちをまきます。昔は棟上げの時にまく
ことが多かったそうですが、現在は落成（家が完成
した時）にまくことがほとんどとのこと。御年90歳、
大工の森岡忠賢さんがそう教えてくれました。忠賢
さんご自身も大工として何度も屋根に上がり、おも
ちをまいたそうです。

もちまきの上に描かれているのは中島観音堂。中島
観音堂には約 1,200 年前に作られた高知県有形文化
財「木造十一面観音像」があります。毎年７月末に
行われる中島観音堂夏の大祭の日、年に一度だけ開
帳。町内はもちろん町外からも多くの人が参拝に訪
れます。

西森理髪店

冨士見館

清水屋旅館

山中百貨店
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土佐町の中心地、田井の今と昔の街並み。現在お店
が立ち並ぶ国道 439 号線周辺は、かつて一面の田ん
ぼでした。国道ができたことで町の人の生活も大き
く変わりました。

絵中央左、橋のたもとに描かれている床屋さんの赤
白青のサインポール。こちらは西森理髪店。西森五
明さん・美喜さんご夫妻が 50 年以上営んでいるお
店です。

絵の左、国道 439 号線の下に描かれているのは冨士
見館。4 代目女将・高橋信子さんの曽祖父母が 1916

（大正 5）年に創業しました。信子さんが小学生だっ
た頃は、金魚屋さんが宿泊。袋に入れた金魚を手に、
年に数回来ていたそう。

冨士見館の隣は、築 100 年以上という清水屋旅館。
現在 91 歳の森ミネさんが切り盛りしています。旅
館に面した通りは車がやっと一台通れる程の道幅
で、人が行き交っていたそうです。

清水屋旅館の右向かいは山中百貨店。今はお店だけ
が残っています。山中百貨店は仕立て屋さんで、お
客さんに生地選んでもらい、お店の「洋裁さん」が

洋服を作っていたそう。

緑の庇の岡部百貨店。岡部忠利さんと真紀さんご夫
婦が釣具や生活用品、駄菓子などを販売しています。
大人も子どもも「おかべ」と呼び、町の人たちから
とても愛されているお店です。

岡部百貨店の右隣に描かれているのは岡本菓子店。
お菓子屋さんですがおもちゃも売っていて、毎日子
どもたちがおこづかいを握りしめ、群がるように来
ていたそうです。「窓際のガラスのケースにはプラ
モデルが並んでた。よく行ったわ～」と話してくれ
た人も。（かつてあったお店の場所とは違う位置に
描かれています）

かつて町を走っていたボンネットバス。バスの車掌
さんだった窪内花美さんが当時の様子を教えてくれ
ました。「バスの扉が閉まらないほど人が乗ってい
て、閉まらないのにそのまま走っていた。今やった
ら問題やろうねえ。自家用車を持っている人がほと
んどいなかったから、貴重な足だったろうね」。当

時の写真はモノクロで色がわからないため、花美さ
んと西森理髪店の西森五明さんに尋ねました。「バ
スのボディはクリーム色、ラインは朱色だった」。
お二人の記憶を辿り、この色となっています。

絵の中央には、もちまきの様子が描かれています。
棟上げ（新築の家の骨組みと屋根ができた時。建前
ともいう）の時、家主と家を建てた大工さんが屋根
に上がり、もちをまきます。昔は棟上げの時にまく
ことが多かったそうですが、現在は落成（家が完成
した時）にまくことがほとんどとのこと。御年90歳、
大工の森岡忠賢さんがそう教えてくれました。忠賢
さんご自身も大工として何度も屋根に上がり、おも
ちをまいたそうです。

もちまきの上に描かれているのは中島観音堂。中島
観音堂には約 1,200 年前に作られた高知県有形文化
財「木造十一面観音像」があります。毎年７月末に
行われる中島観音堂夏の大祭の日、年に一度だけ開
帳。町内はもちろん町外からも多くの人が参拝に訪
れます。

岡部百貨店

岡本菓子店
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最後のページはおきゃく！みんなで集まってその土
地の美味しいものを囲み、食べて飲んでワイワイす
ることを、高知では「おきゃく」といいます。

おきゃくに来た人を「ようきたにゃあ」と迎え、「ま
あ すわりや」と声をかけ、「たるばあ　食べや」と
勧めてくれる。「たるばあ」は、土佐弁で「思う存分」
とか「好きなだけ」という意味です。「おなかいっ
ぱい食べや～」という感じでしょうか。土佐町の人
たちの優しく気さくな人柄がよく出ている言葉だな
あと思います。

「ようきたにゃあ」の「にゃあ」は土佐弁です。「～ねや」
が訛ったもので、標準語で言えば「～なあ」。この場
面だと「よく来たなあ」という意味で、男性がよく
使います。また、「～しちゅう（標準語で「～している」
の意）という土佐弁もありますが、こちらも高知の
人はよく使います。「にゃあにゃあ、ちゅうちゅう」。
土佐弁は、猫とネズミの言葉と言われているとか。

高知県の代表的な食文化である「皿鉢料理」。大皿に

まあすわりや　たるばあ　たべや　【おきゃく】秋冬 P6

ようきたにゃあ

皿鉢料理

猫とネズミの言葉
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高知の山の幸、海の幸がぜいたくに盛り付けられま
す。皿鉢に盛られる料理の種類は土地によってさま
ざま。刺身やかつおのたたきといった旬の生ものの
皿鉢や、さばの姿寿司や山菜寿司などの寿司の皿鉢。
天ぷらや揚げ物、甘い物、果物などを盛りつけた皿鉢。
蒸し鯛やそうめん、ぜんざいなどといった一品盛り
の皿鉢もあります。好きな食べ物を小皿に取り分け
て食べられるので、おきゃくには欠かせない料理に
なっています。皿鉢料理の起源は藩政時代。武家で
開かれる宴の終わりに大皿に盛った料理が提供され
ていたのが始まりと言われています。明治以降、お
きゃく料理として高知県全域に普及したそうです。

皿鉢料理の定番が「さばの姿寿司」。お正月やお祝い
事の時によく作られてきました。地蔵寺地区の長野
商店・店主の長野静代さんは、さばの姿寿司作りの
名人です。背開きして塩をしたさばを一晩寝かし、
柚子酢でしめる。その絶妙な塩加減、柚子酢の香り。
なかには寿司飯がぎっしり詰められています。寿司
飯は刻んだ生姜や山椒の葉を混ぜ合わせたり、季節
によって変化をつけます。盛り付けられたさばの姿
寿司の頭と尻尾をご覧ください！ぴんと立つように
盛り付けられた凛とした姿！ 40 年以上、店の台所に
立ち続けてきた静代さんのさばの姿寿司は、町中の
人から愛されています。

土佐町では原木しいたけを育てている人がたくさん
います。クヌギやナラの木にしいたけの菌を打ち込
み、湿気のある日陰で寝かしておいて、明後年の秋
頃から収穫。しいたけは乾燥させて一年中食べられ
るように保存します。静代さんは、干ししいたけを
水で戻して、柔らかくなったら出汁で炊いて味付け
します。そっと握った寿司飯をしいたけの裏側に詰
めて形を整え、できあがり。

夏と秋が旬のみょうが。半分に切ってらっきょう酢
に付けて保存しておき、６～7 月に収穫できる赤紫
蘇を加えるときれいな赤紫色に。いつでも使えるよ
う、瓶にたっぷり漬けています。みょうがの内側を
優しく広げ、軽く握った寿司飯を詰めて形を整えま
す。

春に収穫したタケノコを塩漬けし、一年中食べられ
るように樽で保存している人も土佐町にはたくさん
います。「塩漬けしたタケノコは 3 時間は茹でんとい
かんぜ。そのあと一晩水を流してジケ（アク）を抜く。
谷につけておければえいねえ」と静代さん。戻した
タケノコは、しいたけ同様出汁で炊いて味付けしま
す。一晩置いておくと、味が染み込むのでなお良い
そうです。寿司飯を詰めて完成！

羊かんも手作りです。畑で収穫した小豆をコトコト
煮てさらしでしぼり、寒天と混ぜ合わせてまたコト
コト…。「お箸を持ち上げて “ぽって、ぽって” と落
ちるばあに、炊かないかんね」静代さんはそう教え
てくれました。
季節の野菜を使ったかき揚げやさばのバッテラ寿司
も。お米や野菜はもちろん土佐町産です。ぜんまい
の煮物やイタドリの油炒め、土佐町の銘酒 桂月も並
んでいます。
ごちそうを囲んで、子どもも大人もみんなで食べて、
笑って。昔から、生活の中の楽しみだったことでしょ
う。いいこともしんどいことも、喜びも悲しさも、
それぞれの人の胸の内にある。けれど、みんなで食
べて笑ったら、少しだけ心が軽くなるかもしれない。
おなかをいっぱいにして、ぐっすり眠って、また明日。
太陽は昇り、また新しい一日が始まります。

さばの姿寿司

みょうが寿司

しいたけ寿司

たけのこ寿司

羊かん
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